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W27a 硬X線気球観測実験 InFOCµS — 望遠鏡の性能評価と観測結果 —
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我々はNASA/GSFCとの共同研究で、世界で初の、多層膜スーパーミラーを反射面として用いた硬 X線望遠
鏡を開発し、この 7月に気球による撮像観測実験を行なった。多層膜スーパーミラーを用いた硬 X線望遠鏡は、
日本の次世代のX線観測衛星として計画されているNeXT計画での採用が検討されている他、アメリカの次期衛
星Constellation-X等でも採用されており、これら大プロジェクトの試金石としても、我々の気球実験の意味は大
きい。
この共同実験においては、我々は主に望遠鏡の反射鏡への多層膜スーパーミラーの成膜を担当した。ASTRO-Eで
採用されたものと同様の多重薄板型望遠鏡であり，口径 40cm、焦点距離 8 m、使用した反射鏡の枚数はASTRO-E

の 1.5倍の約 2000枚である。反射鏡は、ASTRO-Eで用いられた Ptのレプリカ鏡上に多層膜スーパーミラーを
成膜し、それぞれ単独でその反射率カーブを名古屋大学U研のX線ビームラインで測定した。その結果、平均の
界面粗さ 3.8 Å で膜厚分布は 5%以内を達成した。製作した反射鏡は望遠鏡として組み立てた後、宇宙科学研究
所、および、NASA/GSFCにて総合的な性能評価を行なった。宇宙科学研究所では、我々が製作した 1/2円周分
の測定を行なった。銅のKα特性X線 (8.04 keV)を用いた結像性能は、HPDで約 2.3分角、有効面積は 30 keV
で約 13 cm2(1/4円周分)を得た。最終的に完成した望遠鏡は NASA/GSFCにて、光学アライメントを行ない、
実際に気球のゴンドラに組み付けた状態での End-to-End テストを行なった。この発表では、硬X線望遠鏡の製
作および評価の結果を中心に、また、7月の気球観測の結果も合わせて報告する。


